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理事　鳴海淳郎
　〃　 溝部　仁
　〃　 村津忠久
　〃　 平野英壽

役員　会　長　森　宗明
　　　副会長　後藤健介
　　　幹　事　上妻　浩
　　　会　計　岩尾昭治

第  　 回 例 会 会報委員長　近藤　賢司

理事　梅津ヤヨイ
　〃　 木村きぬゑ
　〃　 大島由美子

ＳＡＡ　梅津ヤヨイ

CELEBRATE ROTARY
ロータリーを祝おう

◆点　　鐘　　12：30

◆体　　操　　自律神経強化体操

◆国　　歌　　君ヶ代

◆Ｒ．Ｓ．　　奉仕の理想

◆唱　　歌　　星の界

◆Ｂ.Ｇ.Ｍ　　「オーケストラで綴る

日本の愛唱歌」より

　　　　　　　月の沙漠

　　　　　　　花かげ

　　　　　　　五木の子守唄　　　　　他

会長の時間 会長　森　　宗明

 ・12月５日　城島にてゴルフコンペ開催・結果

は別紙

１． 土谷親睦委員長のいたれりつくせりのお世話

に感謝。

２． 打ち上げに参加していただいて参加賞までい

ただいた村津会員に感謝。

３． 当日台風の様なすごい風で、それでも前日の

大雨が嘘のようなお天気でした。改めてみん

なで何かする、ロータリーの会員で何か行事を

することの楽しさを味わいました。親睦委員長

にはお世話をかけますがよろしくお願いいたし

ます。特に新入会員の参加できるような行事が

なにかできるといいなと思います。飲み会でも

いいかな。例会終了後に隣のレストランで三々

五々集まってはくだらない話が多いですが、ち

ょこちょこやっていますので、時間がある方は

立ち寄ってください。これも楽しゅうございま

す。鳴海先生に怒られそうですが、まずは親睦

ありき、友達になりましょう。私は個人的にロ
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ータリーでの13年を一生の宝物と本当に思っ

ています。ご縁をいただいた村津会員にそして

私の様なものを13年間おつきあいしてくださ

っている会員諸氏に改めて感謝します。

幹事報告 幹事　上妻　　浩

－ 家 族 月 間 －

１．本日の卓話

『大東亜戦争への道』　　後藤健介会員

２．ロータリー適用相場の変更

12月１日より、全ての振込みに対する適用

相場（ロータリーレート）が下記のように変

更されますのでお知らせ致します。

　　　１ドル　104円　　（現行108円）

３． 12月５日（日）９：00～城島後楽園カント

リークラブに於いて親睦委員会主催『第１回

親睦ゴルフコンペ』を開催致しました。

参加者：森　宗明、後藤孝弘、後藤　隆、

　　　　河村貴雄、近藤賢司、吉冨今男、

　　　　　　上妻　浩　各会員

４．お祝い

 結婚記念日　　鳴海　淳郎会員（12月12日）

＊ご自宅にお花が届きます。

５．例会変更のお知らせ

大分1985ＲＣ 12月13日（月）の例会は、新入

会員歓迎会並びに創立20周年記

念打ち合わせの為　同日18：00

～割烹にしおかに時間・場所変更

大分臨海ＲＣ 12月20日（第３月）の例会は、年

次総会・ロータリー創立100周年

記念年末親睦家族会の為　12月

24日（金）18：30～大分全日空

ホテルオアシスタワー５Ｆに開催

日・場所変更

大分1985ＲＣ 12月20日（月）の例会は、年末

チャリティー家族の会の為　同日

18：30～トキハ会館５Ｆに時間

・場所変更

中津ＲＣ 12月22日（水）の例会は、忘年

例会の為　同日18：30～ホテル

サンルート中津に時間変更

湯布院ＲＣ 12月22日（水）の例会は、友愛

例会の為　同日12：30～事務局

（喫茶クリケット）に場所変更

大分中央ＲＣ 12月22日（水）の例会は、クリ

スマス家族会の為18：30～大分

第一ホテルに時間変更

大分城西ＲＣ 12月22日（水）の例会は、クリ

スマス家族会の為　同日18：30～

大分全日空ホテルオアシスタワー

５Ｆに時間変更

６．本日例会終了後、13：40～『第６回定例理

事・役員会』を開催致します。

７．次週の予定

「年次総会」

８．本日の回覧

① 「年次総会」（12月14日例会）　出欠席

② 中津ＲＣ、宇佐ＲＣ、くにさきＲＣ　週報

９．本日の配布

① ロータリーの友12月号

② 週報754号

③ 「ロータリーの引力」　

（Ｒ情報委員長：鳴海淳郎）

スマイルボックス 委員長　薬真寺章三

○森会長

　一昨日の日曜日、会員７名でゴルフをしまし

た。お世話下さった土谷親睦委員長にお礼を申

します。

○上妻会員

　強風下でしたが、楽しいゴルフでした。スコ

アはほぼ全員が不本意だったと思います。

○吉冨会員

　先日、我がクラブのゴルフコンペに参加致し

ました。ゴルフを健康管理の為のスポーツと位

置付けし、スコアはさることながら楽しいコン

ペでした。
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○後藤（隆）会員

　５日のクラブゴルフコンペに出席しました。

「森会長にだけは負けることはない。」と思って

いたのですが大差で負けてしまいました。もう

ゴルフやめよっと! !

○近藤会員

　ロータリークラブで楽しいゴルフを致しまし

た。森会長にケチョンケチョンに言われた程ヒ

ドイゴルフでしたが、そこはダブルペリア方式

で準優勝をゲットすることができました。また

参加したいと思います。

○村津会員

　５日日曜日、城島カントリークラブで行われ

た「わがクラブ懇親ゴルフコンペ」には「第九

の練習」の為、参加出来ませんでしたが、夜の「懇

親のみ会」には参加させて頂きました。楽しい

一夜、楽しい友と、楽しい酒を飲みながら、や

わらかい話が出来たことに感謝してスマイル。

○佐藤会員

　ゴルフの帰りに皆様お店へ立ち寄って下さり

有り難う御座いました。又、後藤健介さんの卓

話楽しみにしています。田舎にそだったせいで

あまり戦争の苦しみがわかりません。

○梅津会員

　12月５日日曜日「大塚博堂生誕60周年メモ

リアルコンサート」「博堂…空から舞い降りた」

博堂第二のふるさとである博多の『ブルーノー

ト』ここは世界のジャズ等のミュージシャンが

出場するステージで行われ、東京や名古屋のフ

ァンの方もかけつけ、満席の中の良いムードの

二時間でした。別府の浜田市長他２名の方もか

けつけていただきメッセージをいただき、最後

迄席を立たれる事もなくよろこんでいただきま

した。その上別府観光の宣伝も出来、ほんとう

に良いコンサートが出来ました。これもいつい

つまでものファンの皆様のおかげと感謝してス

マイルスマイル。

○衛藤会員

　いよいよ先生も走る師走、私も毎日あわただ

しくしています。もういくつ寝るとお正月と歌

っていた頃がなつかしいです。

○薬真寺会員

　本日、途中退席いたします。その代わりとい

ってはなんですが、盲導犬チャリティーバザー

に好評なワインをもてる限り持ってまいりまし

た。おわびのスマイル致します。

卓　話

『日露戦争百周年に想うⅦ』

後　藤　健　介　

◇日本海大海戦　□その３－

○「百発百中ノ１砲、能ク百発１中ノ砲百門ニ対抗

シウルヲ覚ラバ…」

　ここで日露両艦隊が対馬東水道で接敵する直前の

ロシア艦隊の陣形について述べておきたい。午前10

時過ぎ、片岡艦隊はバルチック艦隊に接触すると羊

の群を追う牧羊犬のように執拗にバルチック艦隊に

まとわりつき喰い下がった。ロゼストウィンスキー

司令長官は、主敵とすべきは東郷艦隊であり、当面

する敵艦隊は無視する方針で前進を続けたが、７ヶ

月余に及ぶ大航海の末にやっとめぐりあった日本艦

隊が射程距離すれすれの目前を行動するのに業を煮

やした１戦艦がロゼストウィンスキー司令長官の射

撃命令も待たずに発砲したのである。これに誘発さ

れたように全艦船が勝手に砲門を開いた。ロゼスト

ウィンスキー司令長官は烈火の如く怒り、ただちに

射撃中止を命ずるとともに射撃のために乱れた艦隊

の陣形を整え直すように命じたが、陣形修正の途中

で東郷艦隊主力に接触することになったのである。

東郷艦隊からみれば、バルチック艦隊は不規則な２

本又は３本の矢の束になって北上してくるようにみ

えたのである。

　東郷艦隊の主力である第１戦隊（三笠以下戦艦

６隻）、上村艦隊の主力第２戦隊（出雲以下装甲巡

洋艦６隻）の片舷127門の主砲、副砲が敵艦隊の先

頭を行く旗艦スワロフと第２旗艦ともいうべきオス

ラービアに集中射撃をあびせた。東郷司令長官は午

後２時10分、はじめて射撃を命じたが、30分後に

は敵戦艦スワロフとオスラービアは戦闘力を失って

しまった。ロゼストウィンスキー司令長官も重傷を
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時10分である。約５時間に及ぶ死闘ののち、バル

チック艦隊の決戦戦力である新式戦艦５隻のうち４

隻までが沈み、他の艦船は手負い猪のようになって

夜の闇にまぎれウラジオへと逃走をはじめた。落武

者狩りを駆逐艦、水雷艇群に託した東郷艦隊主力は

敵の残存艦隊の前途を扼す態勢をとるため一夜、高

速力でウラジオストック方向へ移動した。

　日露両艦隊が死闘をくりひろげる海上で、夜の闇

が迫って来た。戦場の主役の交代である。駆逐艦、

水雷艇の登場である。両艦隊主力戦艦による決戦が

おこなわれている間は戦場の外縁で風浪とたたかい

ながら待機していた駆逐艦21隻、水雷艇40隻は傷

ついた獲物を狙う狼のごとく夕闇の中を敵船艦を求

めて動き出した。重装甲の敵船艦を沈めるには砲弾

をいかに集中しても困難で、吃水線下に魚雷をぶち

あてることによってそれが可能とされていた。日

本の駆逐艦群は27日から28日にかけての終夜、敵

主力艦をもとめて戦場を駆けまわり落武者を狩るよ

うに魚雷攻撃により敵主力艦にとどめを刺していっ

た。

◇スエズ運河とバルチック艦隊

　バルチック艦隊の航路が何ゆえに灼熱下のアフリ

カ大陸廻りにとられたのか、不思議に思う読者も多

かろう。当時すでにスエズ運河は開通していたので

ある。

　日露の衝突不可避とみた日本海軍は山本権兵衛

海軍大臣の下に一大拡張整備に乗り出した。主力戦

艦を英国、イタリア等の先進造船国に発注したので

あるが、当時の海軍界の常識では戦艦は１万トン内

外であった。その常識を破って日本海軍は１万３千

トン～１万５千トンの戦艦を発注したのである。当

然、ロシア海軍も対抗上、新造戦艦を１万３千トン

～１万５千トンの規模にした。

　ところが、当時のスエズ運河の通航可能な艦船規

模は１万トン内外であった。即ち日本海軍の仕掛け

に応じたロシア艦隊の主力艦はスエズ運河を通航不

可能であり、やむなく希望峰（ケープタウン）廻り

にせざるを得なかったのである。

　山本権兵衛海相以下日本海軍の深謀遠の策であっ

た。降って1980年代、アメリカのレーガン政権は

戦略防衛構想（SDI）を発表、いわゆるスターウォ

ーズへの軍備大拡張競争にソ連を引きずり込み、国

家財政を破綻させ冷戦に勝利をおさめたが、その雛

形は日露海軍拡張計画にあったのではなかろうか。

負い、旗艦スワロフは艦隊の有力な指揮手段である

無電装置が砲弾で破壊され、舵を取る舵機も破壊さ

れ、かろうじて沈没はまぬがれているものの艦隊の

旗艦としての指揮も戦闘も不可能になった。旗艦ス

ワロフと第２旗艦オララービア（沈没）の戦闘力喪

失によって、バルチック艦隊は大混乱に陥り、艦隊

としての統一した戦闘は不可能になった。各艦船は

各個バラバラに日本艦隊と戦うことになる。ロシア

艦隊は手負い猪のようになって北へ向かって逃走を

試み、東郷艦隊は巧みな艦隊運動をもって、それを

扼しつつ砲弾を浴びせ続けた。

○肉を切らして骨を断つ

　東郷司令長官捨て身の陣頭指揮両艦隊による主力

決戦の間、東郷司令長官は三笠艦橋に仁王像のごと

く立ちつくしたまま艦隊の指揮をとった。

　艦橋（ブリッジ）は、いわば露台で吹きっさらし

である上に、戦闘中は砲弾が飛び交い、炸裂した砲

弾の破片がそのあたりの人員を薙ぎたおしてしまう

公算が高い。そのために司令塔という装置がある。

司令塔に入ると視野が制限されるとはいえ、しかし

それを囲んでいる、ぶの厚い装甲（約36cm）が戦

闘中指揮官の生命を守ってくれるはずであった。

　聯合艦隊の旗艦三笠のメイン・マストにＺ旗が揚

がった直後、秋山参謀は東郷司令長官に対し「司令

塔の中に入って下さい」と頼んだのである。が、東

郷司令長官はかぶりをふった。「ここに居る」とい

った。加藤参謀長も「ぜひ」といって重ねて頼んだ

が、東郷司令長官は動かず、命令のかたちで「自分

は齢をとっているから、老い先から考えて、どこで

どうなっても知れている。だから艦橋に居る。みな

は塔の中へ入れ」といった。

　開戦ともなれば、先頭艦であるこの三笠に敵の砲

弾は束になって集中するであろう。東郷司令館長は、

おそらくこの戦役におけるこの最終決戦において自

分の生命は終わると覚悟していたのであろう。「肉を

切らして骨を断つ」すさまじいばかりの覚悟である。

　加藤参謀長は、東郷司令長官の不退転の覚悟がよ

くわかった。加藤参謀長、秋山参謀、砲術長の安保

少佐、測距儀を操作している長谷川少尉（のち大将）

が艦橋に残り、他の幕僚は砲塔内に入った。

　敵前一斉回頭を了えた東郷艦隊に司令長官が最初

の射撃命令をくだしたのが午後２時10分であった。

主力戦艦同士の昼間戦闘の終了を命じたのは午後７


